
　いばらき広域農業共済組合から市長へ、農業経営収入保
険制度保険料等助成促進に伴う感謝状をいただきました。
　市では、農業経営に伴うさまざまなリスクに備えるため、
農業経営収入保険加入に伴う保険料の補助を行い、令和３
年に 29 件、令和５年に 34 件、計 63 件の補助を実施しま
した。今回は、それらの取り組みに対し感謝状を贈呈され
たものです。
　感謝状をいただき、ありがとうございました。

　イオン笠間店から県立笠間高等学校まで、ドローンを利
用して食品配送を行う実証実験が行われました。
　この実験は、イオンリテール株式会社をはじめ、ソフト
バンク株式会社、パーソルプロセス＆テクノロジー株式会
社、そして笠間市による連携体制のもと、笠間高校の協力
を得て実施。少子高齢化に伴う人口減少や人手不足などのさ
まざまな課題がある状況を踏ま
え、イオンリテール株式会社が主
体となって、ドローンによる宅配
サービスの実現可能性を模索し
ている中で行った実証実験です。
　市としても、今回の実証実
験でドローンを活用した「移
動・配送」などの地域課題へ
の取り組みについて検証でき
るため、引き続き協力してい
きます。

　市こども育成支援センター主催の講演会「学校に行けな
かった僕～大人になった『今』伝えたいこと」が笠間公民
館で開催されました。
　講演会では、漫画家の棚
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さんが自身の不登校時
代の心の内を披露。また、茨城大学准教授の金
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さ
んが臨床心理学の立場から不登校問題へのアドバイスを話
しました。
　全国で約 30 万人の子どもたちが不登校といわれ、不登
校の児童生徒数が年々増加している今、不登校の子どもた
ちの心を考える有意義な機会となりました。

　アーティストで銀職人の M
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ARO さん（ひたちなか市出
身）による講演と作品寄贈が、２月 19 日に友部中学校で
行われました。

　講演は同校２年生を対
象 に 行 わ れ、MARO さ
ん自身の子どもの頃や辛
く迷った時期の体験をも
とに、「夢も希望もいき
なり持つことは難しい。
何事もすべては興味を持
つことから始まる。自分
が何かに興味を持つ感覚

を大切にしてほしい」と語りました。
　また、２月 26 日には、友部中学校の卒業生で現在は武
蔵野美術大学に在籍している田
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さ ん が 友
部中学校を訪
れ、二人で制
作 し た 絵 本
を寄贈しまし
た。
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MARO さんによる講演会の様子

絵本は友部中学校生徒会の皆さんに手渡されました
（写真左端が雛乃さん、左から２番目が綾乃さん）
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